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【解答】２ 

静止衛星は、赤道上空約 36000km に存在し、地球の自転と同じ時間で周回するため静止して見えます。この軌

道上に等間隔で最小 3個の衛星を配置すれば、地球上の大部分をカバーできます。 
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【解答】３ 

マイクロ波は、性質が光と似てくるため、地形や建物、降雨等の影響を大きく受けます。 
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【解答】４ 

キルヒホッフの法則、テブナンの定理、重ね合わせの原理のいずれを用いても解くことができます。ここではキ

ルヒホッフの法則を用いてみます。 

15V の電池－3Ω－8Ω―15V の電池と流れる電流を I1、24V の電池－6Ω－8Ω―24V の電池と流れる電流を I2

とします。すると、 

 3I1＋8（I1+ I2）＝15 

 6I2＋8（I1+ I2）＝24 

が成立するので、下の式から上の式を引いて 

 6I2－3I1＝9 → 2I2－I1＝3 → I1＝2I2－3 

したがって、 

 6I2＋8（2I2－3+ I2）＝24 → 30 I2＝48 → I2＝1.6A、I1＝0.2A、I1+ I2＝1.8A 

と求まります。 
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【解答】２ 

パルスの繰り返し周波数の逆数が周期 T ですから、T は 25μs より f は 40kHz です。衝撃係数は、T の期間に

占めるパルス幅ですから、5/25つまり 0.20です。 
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【解答】３ 

これは進行波管で、マイクロ波の増幅に用いるものです。共振器を持たない構造なので、広帯域の尊号を増幅す

ることができます。 
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【解答】１ 

リアクタンス分は、インピーダンスのうち虚数成分ですからωL＝1/ωC のときにゼロとなります。直列共振時

の LC部分のリアクタンスはゼロとなるため、回路電流が最大、インピーダンスの大きさは最小です。 
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【解答】４ 

トンネルダイオードの性質を表した文章ですので、知らなかった人は覚えておきましょう。 
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【解答】４ 

OFDM ではデータを拡散して伝送するため、速度が同じであれば従来の方式よりシンボル期間長を長くできま

す。 
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【解答】２ 

ラッキー問題ですね。156Mbps÷128kbps＝1218.75です。 
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【解答】３ 

この問題が出たときは、解き方の公式に当てはめるだけです。 

F=F1＋(F2－1)／G1ですから、K=2＋（10－1）/10＝2.9と求まります。 
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【解答】１ 

同時に回線品質が劣化する確率が大きい→同時に回線品質が劣化する確率が小さい 
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【解答】５ 

ランダム雑音の主な発生源は熱雑音です。送信符号の順序を入れ替えることはインターリーブ、それを戻すこ

とをデインターリーブと呼びます。  
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【解答】４ 

１：12GHzや 14GHzのマイクロ波です。２：車両に搭載して使用するには不向きです。３：オフセットパラ

ボラアンテナが主流です。  
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【解答】３ 

中間周波数に変換してからマイクロ波に戻す方式はヘテロダイン中継といいます。 
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【解答】２ 

方位分解能を向上させるためには、アンテナのビーム幅を狭くする必要があります。 
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【解答】３ 

電波が 35μsの間に伝わる距離が物標までの往復距離です。計算すると 5250mになります。 
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【解答】５ 

ホーンの開き角が小さく、長い距離を掛けて少しずつ開いていく方が平面波に近づきます。 
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【解答】５ 

長い反射器は誘導性インピーダンスとなります。 
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【解答】１ 

バランとは、バランス（平衡）－アンバランス（不平衡）の頭文字をとったもので、不平衡電流が流れる同軸ケ

ーブルと平衡電流が流れるアンテナとの間で変換を行うトランスを指します。 
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【解答】５ 

真空中（屈折率１）に対し、大気が濃いほど屈折率が大きくなるので、４の記述は誤りです。 
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【解答】４ 

複数の伝搬経路の電波が干渉した際、伝搬距離がλ／2となると逆位相になって弱めあいます。これを防ぐため、

伝搬経路の差がλ／2となる点を示したのが第 1フレネルゾーンで、電波を反射する建物などがここに入らない

ようにするための余裕をクリアランスと呼びます。これらの障害物が無い場合、自由空間に近い良好な伝搬が期

待できます。 
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【解答】２ 

過放電してはいけません。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

被測定増幅器に－15dBmの信号を入れたとき、出力が＋8dBmだったということは、増幅がは 23dBであるこ

とを表します。10dBが 10倍、20dB が 100倍ですから、23dB は 200倍です。  
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【解答】１ 

オシロスコープは水平軸が時間、垂直軸が振幅を表します。 


